
町
で
は
、
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
、
紙
類
、
金
属
類
な
ど
を
資

源
物
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
資

源
物
の
行
方
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

左
の
表
に
あ
る
と
お
り
缶
類
な

ど
に
分
類
し
、
再
生
処
理
業
者
へ

引
き
渡
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
25

年
度
実
績
で
は
合
計
で
１
０
３
０

㌧
の
資
源
物
を
そ
れ
ぞ
れ
の
回
収

生
ご
み
用
ご
み
袋
と
、
炭
に
で

き
な
い
ご
み
袋
を
次
の
通
り
変
更

し
ま
す
。

な
お
、
変
更
し
た
新
し
い
ご
み

袋
は
、
各
販
売
店
の
在
庫
が
無
く

な
り
次
第
、
随
時
販
売
開
始
と
な

り
ま
す
。

【
生
ご
み
袋
】

○
袋
の
強
度
～
材
質
の
改
良
と
袋

を
約
２
割
厚
く
し
ま
し
た
。

○
縛
り
紐
の
長
さ
～
6
㍑
用
を
約

10
㌢
、
15
㍑
用
を
約
13
㌢
に
変

更
し
、
縛
り
や
す
い
長
さ
に
し

ま
し
た
。

○
袋
の
大
き
さ
～
6
㍑
用
の
幅
を

約
7
㌢
広
げ
、
三
角
コ
ー
ナ
ー

の
袋
が
入
れ
や
す
い
よ
う
に
改

良
し
ま
し
た
。

※
な
お
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
水
切

り
を
十
分
に
行
っ
て
下
さ
い
。

【
炭
に
で
き
な
い
ご
み
袋
】

直
接
埋
め
立
て
処
分
し
な
い
こ

と
か
ら
資
源
物
袋
と
同
様
の
材
質

に
変
更
し
た
た
め
、
破
れ
に
く
く

な
り
ま
し
た
。

業
者
へ
引
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ご
み
総
排
出
量
の
約

24
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
今
後
も

引
き
続
き
資
源
物
の
分
別
に
つ
い

て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
す

町
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
毎
週
水
曜
日
に
回
収
さ
れ
た

資
源
物
を
手
選
別
に
よ
り
異
物
除

去
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
回
収
業

者
へ
引
渡
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

汚
れ
の
ひ
ど
い
状
態
で
は
、
再

生
処
理
業
者
に
引
き
取
り
を
断
ら

れ
、
最
終
的
に
は
埋
立
処
分
と
な

り
、
町
の
最
終
処
分
場
に
負
荷
を

種
類

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
処
理
内
容

処
分
業
者
の
工
程
・
再
生

缶
　
　
類

異
物
や
汚
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
を
手

選
別
し
た
後
、
種
類
別
に
梱
包

異
物
除
去
・
選
別
・
洗
浄
な
ど
を
行
い
裁
断
し
、
ア
ル
ミ

缶
は
ア
ル
ミ
製
品
に
、
ス
チ
ー
ル
缶
は
鉄
筋
等
に
加
工

び
　
ん

　
類

無
色
、
茶
色
の
び
ん
、
そ
の
他
の
び

ん
に
分
類

異
物
除
去
を
何
度
も
行
い
、
細
か
く
砕
い
た
後
、
ガ
ラ
ス

び
ん
と
し
て
再
生
さ
れ
る
ほ
か
、
路
盤
・
土
壌
改
良
材
な

ど
と
し
て
再
生

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

異
物
や
汚
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
を
手

選
別
し
た
後
、
機
械
で
圧
縮
梱
包

異
物
除
去
・
選
別
・
洗
浄
な
ど
を
行
い
、
加
熱
し
ペ
レ
ッ

ト
加
工
さ
れ
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
繊
維
製
品
、
卵
パ
ッ
ク

な
ど
の
シ
ー
ト
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
再
生

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

油
化
プ
ラ
ン
ト
で
、
破
砕
・
脱
塩
し
、
高
温
で
溶
か
し
、

ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
と
し
て
再
生
さ
れ
る
ほ
か
、
荷
物
を
積

む
パ
レ
ッ
ト
な
ど
に
再
生

紙
　
　
類

種
類
ご
と
に
手
選
別

種
類
ご
と
に
加
工
さ
れ
、
新
聞
紙
、
再
生
紙
、
段
ボ
ー
ル

な
ど
に
再
生

金
　
属

　
類

手
作
業
で
分
解
し
、
金
属
と
他
素
材

に
分
別

種
類
ご
と
に
再
分
別
し
、
プ
レ
ス
や
破
砕
処
理
の
工
程
を

経
て
、
製
鋼
メ
ー
カ
ー
で
加
工
さ
れ
鋼
材
へ
再
生

か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
資
源
物
の

「
ひ
と
洗
い
」
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

栗山町地域密着型サービス運営委員

▲

高齢者が中重度の要介護状態になっても可能な限り住み慣
れた地域での生活を継続できるよう支援する「地域密着型
サービス」を行う事業所の指定や運営評価を行います。

■公募人数　２人　（総委員数 10 人）
■応募資格　介護サービスに関心がある方
■任 期　４月１日から平成 29 年３月 31 日（２年間）
■会議など　平日の夜間（90 分程度）年２回予定
　　　　　　会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ
　町保健福祉課  高齢者・介護グループ　☎ 73-7507

■申込期間　３月２日㈪～ 23 日㈪  必着
■応募資格　・町内に在住、在勤、または在学されている満 18 歳以上の方
　　　　　　・３機関以上の町の審議会・委員会などの委員の方は応募できません
■応募方法　・専用の申込書に必要事項を記入し、下記申込先まで提出してください
　　　　　　・申込書は下記申込先でお渡しするほか、町ホームページからもダウン
　　　　　　　ロードできます
■決定方法　申込書による書類選考および面談　＊申込書は返却しません

まちづくり審議会・委員会 町では、町民参加の機会を広げる
ため、各種審議会・委員会などの
公募を推進しています。

共 

通 

事 

項

募
集

健康増進計画推進委員

▲

町民が健康に日常生活を送ることのできる期間（健康寿命）
の延伸を目指す「栗山町健康増進計画」に基づき実施する
健康づくり事業について協議します。

■公募人数　３人　（総委員数 14 人）
■応募資格　健康づくりに関心がある方
■任 期　５月から平成 28 年３月 31 日まで
■会議など　平日の夜間（90 分程度）年２回予定
　　　　　　会議１回出席につき 3,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ
　町保健福祉課  健康推進グループ　☎ 73-2256

栗山町地域包括支援センター運営協議会

▲

保健・福祉・医療の向上、虐待防止、介護予防マネジメン
トなど、高齢者の暮らしを総合的に支援する「地域包括支
援センター」の運営、業務内容について協議します。

■公募人数　２人　（総委員数 10 人）
■応募資格　高齢者の暮らし支援に関心がある方
■任 期　４月１日から平成 29 年３月 31 日（２年間）
■会議など　平日の夜間（90 分程度）年３回予定
　　　　　　会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ
　町保健福祉課  高齢者・介護グループ　☎ 73-2255

栗山町学校給食センター運営委員

▲

学校長・栄養教諭・学校医などで構成する委員会で、学
校給食の調理運搬や栄養の改善、健康増進について審議
します。

■公募人数　３人　（総委員数 12 人）
■応募資格　任期中に小中学校在学のお子さんがいる方
■任 期　４月１日から平成 29 年３月 31 日（２年間）
■会議など　平日の夜間（90 分程度）年４回予定
　　　　　　会議出席に対する報酬はありません
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会  学校給食センター　☎ 72-0189

栗山町社会教育委員

▲

青少年育成や自然体験教育、高齢者の生涯学習など、町
の社会教育事業に関する計画作り、研究調査などを行い
ます。

■公募人数　１人　（総委員数 15 人）
■応募資格　青少年育成、生涯教育に関心がある方
■任 期　４月１日から平成 29 年３月 31 日（２年間）
■会議など　平日の夜間（90 分程度）年４回予定
　　　　　　会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会  社会教育グループ　☎ 72-1117

栗山町スポーツ推進委員

▲

町の社会体育事業の企画・運営を行います。
【主な予定事業】歩けあるけ運動（５月）、ウォークラリー（６月）、

スイミングフェスティバル（７月）、ファミリースポーツフェスティ
バル（９月）、レクリエーションのつどい（10 月）

■公募人数　１人　（総委員数 12 人）
■応募資格　会議およびスポーツ事業に出席できる方
■任 期　４月１日から平成 29 年３月 31 日（２年間）
■会議など　年 10 回程度の会議（平日夜間）および
　　　　　　スポーツ事業の運営（休日日中）
　　　　　　会議１回出席につき 4,000 円の謝礼
■申込先・問い合わせ
　町教育委員会  社会教育グループ　☎ 72-1117

町
指
定
ご
み
袋
変
更
の
お
知
ら
せ

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

作
業
と
資
源
物
の
行ゆ

く
え方

【問い合わせ】　環境政策課環境政策グループ　☎ 73-7511

ごみ分別のさらなる
ご協力をお願いします
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栗山農事
中里団地

睦
新 里
と き わ
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青 葉
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富 士
中 里
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森

鳩 山
雨 煙 別
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桜 山
杵 臼
旭 台
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三 日 月
阿 野 呂
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御 園
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継立町内連合会
日出連合町内会
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平成 27 年　町内会長・自治会長 ～１年間よろしくお願いします～

こ
れ
ま
で
中
学
生
ま
で
で
あ
っ

た
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢

を
18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末
ま
で

に
拡
大
し
ま
す
。（
町
内
に
住
民

登
録
の
あ
る
子
ど
も
が
対
象
で
す
）

ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
受
給
者
証

の
名
称
が
「
乳
幼
児
及
び
児
童
医

療
費
」
か
ら
「
子
ど
も
医
療
費
」

に
変
わ
り
ま
す
。

◆
新
規
対
象
者

○
平
成
９
年
４
月
２
日
～

平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に

は
、
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

３
月
下
旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
町
住
民
生
活
課
住
民
・
国

保
グ
ル
ー
プ
で
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
既
に
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方

○
平
成
12
年
４
月
2
日
以
降
生
ま
れ

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
４
月
以
降
、
現
在
の
受
給
者

証
は
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

４
月
１
日
か
ら
は
、
３
月
下
旬

に
郵
送
さ
れ
る
新
し
い
受
給
者
証

を
町
内
の
医
療
機
関
に
提
示
し
て

下
さ
い
。

助成内容
対象範囲

平成 27 年３月まで
（変更前）

平成 27 年 4 月から
（変更後）

町内（入院・通院） 全額助成（自己負担額は発生しません。）
※保険証と受給者証提示が必要です

0 歳～中学生まで
0 歳～ 18 歳に

達する年度末まで
町外（入院）

全額助成（いったん自己負担額を支払）
※支払後、役場窓口にて申請が必要。（診
療月の翌月以降）

町外（通院）

① 0 ～ 2 歳および 3 歳～就学前までの非
課税世帯。初診時一部負担金を除いた
額を助成

② 3 歳～就学前までの課税世帯
自己負担額の１割分を助成

※いったん自己負担額を支払
支払後、役場窓口にて申請が必要。（診
療月の翌月以降）

0 歳～就学前まで 0 歳～就学前まで
（変更なし）

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
の
対
象
年
齢
を
拡
大
し
ま
す

18
歳
に
到
達
す
る
年
度
末
ま
で

【対象範囲と助成内容】

平成２７年
４月から犬

の
登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

犬
の
登
録
は
、
大
き
さ
や
室
内

外
犬
を
問
わ
ず
飼
い
主
の
義
務
で

あ
り
、
国
の
法
律
（
狂
犬
病
予
防

法
）
で
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
は

市
町
村
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

登
録
し
た
犬
に
は
「
鑑
札
」
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

鑑
札
は
、
犬
の
情
報
や
飼
い
主

を
識
別
す
る
大
事
な
も
の
で
、
首

輪
な
ど
の
見
え
る
と
こ
ろ
に
外
れ

な
い
よ
う
に
取
り
付
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
紛
失
、
破
損
し
た

場
合
に
は
、
再
交
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

次
に
狂
犬
病
予
防
注
射
で
す

が
、
犬
に
接
種
で
き
な
い
体
調
上

の
特
別
な
理
由
が
な
い
限
り
毎
年

接
種
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

接
種
さ
れ
た
犬
に
は
、「
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
」
と
い
う
プ

レ
ー
ト
が
交
付
さ
れ
、
こ
ち
ら
も

鑑
札
と
同
様
に
首
輪
な
ど
に
取
り

付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
紛

失
、
破
損
し
た
場
合
に
は
、
再
交

付
が
必
要
と
な
り
と
な
り
ま
す
。

町
で
行
っ
て
い
る
集
団
接
種
で

は
、
各
会
場
に
て
注
射
後
に
狂
犬

病
予
防
注
射
済
票
を
お
渡
し
し
て

い
ま
す
が
、
町
外
の
動
物
病
院
で

接
種
さ
れ
た
場
合
は
、
接
種
後
病

院
よ
り
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
証
明
書
を
も
っ
て
町
へ
の

届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

★
犬
の
登
録
手
数
料

登
録
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
犬
固

有
の
番
号
が
決
ま
り
、
鑑
札
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

○
登
録
手
数
料　
　

３
０
０
０
円

　

再
交
付
手
数
料　

１
６
０
０
円

※
登
録
は
生
涯
一
度
の
み

★
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
交
付
手
数
料

　

毎
年
、
予
防
接
種
す
る
と
交
付

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

○
交
付
手
数
料　
　
　

５
５
０
円

　

再
交
付
手
数
料　
　

３
４
０
円

安
全
・
安
心
な
街
を
目
指
し
て

生
活
と
環
境

そ
の
ほ
か
に
次
の
場
合
も
必

ず
届
け
出
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
に
町
住
民
生
活

課
生
活
安
全
グ
ル
ー
プ
（
☎
�

７
５
１
０
）
へ
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
死
亡
し
た

場
合
（
死
亡
届
）

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
外
へ
転

出
し
た
場
合
（
変
更
届
）

　

新
住
所
地
の
窓
口
へ
本
町
の
犬

鑑
札
票
を
持
参
く
だ
さ
い

◎
登
録
し
て
い
る
犬
が
町
内
転
居

し
た
場
合
（
変
更
届
）

◎
登
録
し
て
い
る
犬
の
飼
い
主
が

変
わ
っ
た
場
合
（
変
更
届
）

も
し
、
新
た
な
飼
い
主
の
住
所

が
町
外
の
場
合
は
、
新
た
な
飼
い

主
の
住
所
地
の
窓
口
で
変
更
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
協
力
を

町
民
か
ら
、
フ
ン
の
放
置
や
オ

シ
ッ
コ
な
ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
フ
ン
は
必
ず

持
ち
帰
り
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
オ
シ
ッ
コ
に
つ
い
て
は

不
愉
快
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る

た
め
、
自
宅
敷
地
内
で
オ
シ
ッ
コ

を
済
ま
せ
て
か
ら
出
る
よ
う
に
し

て
、
敷
地
外
で
オ
シ
ッ
コ
を
し
た

場
合
は
、
水
で
洗
い
流
す
よ
う
に

し
て
、
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

㊳

一
般
社
団
法
人
栗
山
青
年
会

議
所
の
石
田
尚
久
で
す
。

今
年
度

「
雪
中
松
柏

～
日
々
新

た
に
行
動

す
る
青
年

で
あ
れ
！
～
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
地
域
に
根
ざ
し
た
運
動

事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
事
業
の
一
つ
に
今
年
で

６
回
目
を
迎
え
る
「
く
り
や
ま

マ
ル
シ
ェ
」
が
あ
り
ま
す
。
今

年
も
我
々
が
事
務
局
と
な
り

「
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
の
一
つ
と
し
て
多
く

の
団
体
、
有
志
の
方
達
と
共
に

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、「
栗

山
を
中
心
と
し
た
南
空
知
の
恵

ま
れ
た
種
類
豊
富
な
農
産
物
」

と
「
飲
食
店
を
中
心
と
し
た
加

工
品
の
数
々
」
を
発
掘
し
て
、

こ
の
豊
か
さ
を
こ
の
地
域
か
ら

ど
ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

開
催
時
期
や
開
催
場
所
に
つ

い
て
は
現
在
実
行
委
員
会
で
協

議
の
真
っ
最
中
で
す
。詳
細
が
、

決
定
し
ま
し
た
ら
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
マ
ル
シ
ェ
実
行
委
員
会

と
し
て
一
緒
に
活
動
し
て
く
れ

る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
い

う
か
た
は
Ｊ
Ｃ
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

■
一
般
社
団
法
人

　

栗
山
青
年
会
議
所

☎
０
１
２
３
（
７
３
）
２
３
４
５

こ
ん
に
ち
は
！

今
年
も
や
り
ま
す
「
く
り
や
ま
マ
ル
シ
ェ
」
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※重度心身障害者およびひとり親家庭等医療費助成制度を受給している方も、町内（入院・通院）・町
外（入院）については、１８歳に達する年度の末日までとなります。



は
が
き
を
更
新
し
ま
し
た

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

疑
問
や
意
見
な
ど
を
う
か
が
う
「
く
り
や
ま

キ
ャ
ッ
チ
ボ
イ
ス
専
用
は
が
き
」
を
更
新
し

ま
し
た
。

　
広
報
１
月
号
ま
で
で
お
届
け
し
た
は
が
き

（
切
手
を
貼
る
場
所
に
64
と
印
刷
さ
れ
た
も

の
）
の
使
用
期
限
は
、
今
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
今
回
、
３
月
号
広
報
紙
に
折
り
込
ん
だ
は

が
き
（
切
手
を
貼
る
場
所
に
13
と
印
刷
さ
れ

た
も
の
）
は
、
使
用
期
限
を
更
新
し
た
も
の

で
す
。

　
次
回
投
書
か
ら
は
、
新
し
い
は
が
き
を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

へ
の
参
加
可
能
か

　

新
聞
報
道
に
あ
っ
た
道
央
廃
棄
物
処
理
組

合
の
「
ご
み
処
理
広
域
化
基
本
計
画
案
」
の

中
に
栗
山
町
の
参
加
が
一
切
触
れ
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
心
配
で
す
。（
60
代
男
性
）

組
合
参
加
に
向
け
協
議

を
進
行
中

　

昨
年
の
住
民
説
明
会
や
町
議
会
全
員
協
議

会
お
よ
び
一
般
会
議
を
経
て
、
12
月
議
会
定

例
会
に
て
「
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
へ
の
加

入
推
進
に
関
す
る
決
議
」
が
議
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
町
の
合
意
形
成
が
図
ら

れ
た
と
判
断
し
、
加
入
に
向
け
現
在
、
事
前

協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
聞
報
道
に
あ
り
ま
し
た
「
ご
み
処
理
広

域
化
基
本
計
画
案
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

町
を
除
く
２
市
３
町
で
の
計
画
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
今
後
、
２
市
３
町
お
よ
び
本

町
の
議
会
議
決
を
得
ら
れ
る
よ
う
協
議
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
組
合
加
入
へ
の
進
捗
状
況
に

つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
な
ど
で
随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

合
葬
墓
の
整
備

　

少
子
化
・
相
続
親
族
無
し
な
ど
に
伴
い
、

お
墓
の
持
続
管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
栗
山
町
に
お
い
て
も
同
様
の
事
と
思
い

ま
す
が
、
合
葬
墓
の
整
備
が
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
？
慰
霊
碑
を
建
立
し
て
、
地
下
に

遺
骨
を
埋
葬
す
る
方
法
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。（
60
代
男
性
）

今
後
の
動
向
見
極
め
る

　

栗
山
町
墓
園
は
、
全
区
画
９
０
６
区
画
の

う
ち
、
空
き
区
画
が
２
区
画
の
み
と
な
っ
た

た
め
、
新
た
に
31
区
画
に
つ
い
て
来
年
度
か

ら
使
用
受
付
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
合
葬
墓
を
整
備
す
る
予
定

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

駅
前
広
場
の
排
雪
な
ど

環
境
整
備
を

　

駅
前
広
場
の
街
灯
が
故
障
し
て
い
た
り
、

花
壇
内
へ
の
排
雪
の
積
み
上
げ
が
見
ら
れ
ま

す
。
町
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
改
善
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
60
代
男
性
）

管
理
す
る
道
へ
要
望

　

ご
指
摘
の
あ
り
ま
し
た
駅
前
広
場
の
街
路

灯
の
故
障
、
除
排
雪
の
積
み
上
げ
に
関
し
ま

し
て
は
北
海
道
が
管
理
す
る
区
域
で
あ
る
た

め
、
管
轄
の
札
幌
建
設
管
理
部
長
沼
出
張
所

へ
改
善
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

番号13
新しいはがき

町
営
バ
ス
が
Ｊ
Ｒ
乗
り

継
ぎ
に
間
に
合
わ
な
い

　

町
営
バ
ス
の
予
約
運
行
で
す
が
、
予
約
し

た
人
の
家
の
中
ま
で
入
っ
て
行
く
と
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
時
間
が
か
か
り
、
Ｊ
Ｒ

や
バ
ス
に
乗
り
換
え
を
す
る
人
が
間
に
合
わ

な
い
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
運
行
の
方

針
、
時
間
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
（
50
代
女
性
）

時
刻
表
改
正
時
に
乗
り

継
げ
る
よ
う
検
討

　

滝
下
線
の
予
約
運
行
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
登
録
時
に
あ
ら
か
じ
め
乗
降
場
所
を

確
認
し
て
お
り
ま
す
。お
問
い
合
わ
せ
の「
家

の
中
に
入
っ
て
い
く
」
と
い
う
様
な
運
行
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
町
営
バ
ス
か
ら
の
Ｊ
Ｒ
や
民
間
バ
ス

へ
の
乗
り
継
ぎ
に
関
し
ま
し
て
は
、
今
後
時

刻
表
改
正
の
際
に
検
討
し
ま
す
。

水
道
の
検
針
を
２
カ
月

に
１
回
に
し
て
は
？

　

水
道
の
検
針
は
２
カ
月
に
１
回
で
よ
い
と

思
い
ま
す
。
上
下
水
道
料
金
は
、
年
金
支
払

月
や
給
料
日
も
勘
案
し
て
偶
数
月
の
月
末
が

よ
い
と
思
い
ま
す
。（
70
代
女
性
）

毎
月
の
検
針
で
漏
水
を

早
期
発
見

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
、
水
道
料
金
の

算
定
だ
け
で
な
く
、
早
期
に
漏
水
が
発
見
で

き
、
お
客
様
の
ご
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。検
針
員
が
漏
水
を
発
見
、

ま
た
は
一
定
量
以
上
の
使
用
量
増
が
あ
っ
た

場
合
は
、
現
地
確
認
し
、
漏
水
が
疑
わ
れ
る

場
合
は
お
客
様
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
20
年
度
に

行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
踏
ま

え
、
現
在
の
月
１
回
の
請
求
に
統
一
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

く

■あなたの声を しっかりキャッチ！
　　1 枚のハガキが 明日のくりやまを変える！

り まや
スイボチッャキ

【お問い合わせ】　広報・防災・情報グループ　☎� 7501

水道の検針は月に１度、町から
委託された業者が行っている

皆さまからのご意見お待ちしています！

２カ月に一度広報に折り込まれ

る専用ハガキを切り取ってご利

用ください。

必要事項を記入してポストに投

函してください。（切手不要）

①広報折り込みの専用ハガキで！

ハガキをそのまま、またはお好

きな用紙に必要事項を記入し

て、『72-3179』 に 送 信 し て く

ださい。

②ＦＡＸで！

下記アドレスから
https://www.harp.lg.jp/SksJuminWeb/

EntryForm?id=SfQnm4ig

または町ホームページトップ画

面の注目情報（画面右側）から

専用フォームにアクセス

③ホームページ専用フォームで！

番号64
古いはがき

暮らしを支える町営バス

札幌建設管理部長沼出張所が

管理する駅前広場

大井分の栗山町墓園
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地元で生産した安心で安全な米を子どもたちに食べて
もらおうと、ＪＡそらち南（大友伸彦組合長）が 1 月
27 日、学校給食で使われる米の半年分に相当する減農
薬米の『ななつぼし』4.5 トン分を町に寄贈しました。
平成 24 年度から継続されている寄贈で、今年で 3 回目
となります。椿原紀昭町長から感謝の言葉が述べられる
と、大友組合長は「子どもたちに、地元の安心・安全で
おいしい減農薬米を食べてもらいたいです」と話してい
ました。 

ななつぼし 4.5㌧を寄贈
JAそらち南が学校給食用に

子育て支援関連備品を寄贈
栗山建設協会が創立 60 周年を記念して

栗山建設協会が創立 60 周年を記念して、町へ子育て
支援関連備品を寄贈しました。2 月 2 日、同協会の鵜川
昌久会長ら 3 人が役場を訪れ、椿原紀昭町長に目録を手
渡しました。鵜川会長は「いつもお世話になっている地
域の皆さんへ恩返しができてよかったです」と話し、椿
原町長は「ありがとうございます。大切に使わせていた
だきます」と感謝を述べました。寄贈された備品はテー
ブルや本棚など 50 万円相当で、朝日 3 丁目の旧法務局
跡地へ移転する子育て支援センターで使用されます。

まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/ 栗山町 検索

大好評！くりやまの栗
渋皮煮試験販売に長蛇の列

栗山町産の栗を使った「栗山町の渋皮煮」の試験販売
が 2 月 6 日から 3 日間、まちの駅「栗夢プラザ」で行
われました。渋皮煮は、北のくりやま栗づくり協議会が
育てた栗をマロングラッセ風にした和菓子。発売開始時
刻には 30 人を超える列ができ、町民の注目の高さがう
かがえました。3 個購入した佐藤香さん（湯地）は「プ
レゼント用と自宅用に買いました。家族や友人と一緒に
味わいたいです」と話していました。用意された 280
個はすべて完売される人気ぶりでした。 社会福祉事業に役立てて

JAそらち南が社会福祉協議会へ寄附

ＪＡそらち南（大友伸彦組合長）と、株式会社メリー
ワーク（大友伸彦社長）が 1 月 30 日、高齢化の進む町
の社会福祉へ役立ててほしいと、栗山町社会福祉協議会

（橘一也会長）へ 30 万円を寄付しました。大友組合長か
ら「組合員の親族も社会福祉協議会にはそれぞれ地域で
お世話になっています。社会福祉事業の推進に少しでも
役立てていただきたい」と寄付を手渡すと、橘会長は「あ
りがとうございます。福祉活動事業に大切に使わせてい
ただきます」と感謝の言葉を述べました。  

栗山町 検索

全町スキー大会
栗っ子スキーヤーが 1 秒を競う

全町スキー大会（栗山スキー連盟主催）が 2 月 8 日、
町スキー場で開催されました。今年で 61 回目をむかえ
る歴史あるこの大会にエントリーしたのは、町内の幼児
から中学生までの 58 人。男女別・学年別に分けられた
カテゴリーで、幼児は約 300㍍、小学生以上は約 800
㍍のコースを滑走し、それぞれのタイムを競いました。
途中、雨が降り出すなどあいにくの天候でしたが、選手
たちは父母の声援を受けながら力強い滑りを披露してい
ました。

栗山高校（石谷克彦校長）の生活教養科目を選択した
3 年生 23 人が、2 月 19 日、南部公民館で開かれた継
立ふれあいサロン参加者 13 人に、手作り手芸品をプレ
ゼントしました。生徒たちが「お体に気を付けて」とメッ
セージカードを添えたボックスティッシュカバーを手渡
すと、受け取った瀬川千恵子さん（76 歳）は「とても
うれしいです」とお礼を述べていました。同校代表の中
島穂乃香さん（18 歳）は「喜んでもらえてうれしい。作っ
たかいがありました」と笑顔で話していました。 アイヌ文化を学ぼう

民族楽器の演奏や踊りなども体験

栗山中学校（木村尚之校長）の 2 年生 118 人が 2 月
10 日、アイヌ民族の歴史を学びました。はじめに、ア
イヌ語地名の由来や、栗山とアイヌ民族のつながりを学
習。続いて、ライブ活動を通じて十勝のアイヌ文化を
伝える音楽ユニット「フンペシスターズ」の 3 人から、
過去に受けた差別や偏見といった人権問題についての講
話を受けました。また、ムックリ（竹製の楽器）演奏や
アイヌ民族伝承の歌や踊りを体験し、生徒たちはアイヌ
文化への理解を深めていました。

手づくり手芸品をプレゼント
栗山高校の学生からふれあいサロン参加者へ

栗山町老人クラブ連合会（吉田輝雄会長）主催の「第
1 回冬期スポーツのつどい」が 2 月 16 日、スポーツセ
ンターで開催されました。同連合会が高齢者の冬期の運
動不足解消と健康増進を図ろうと今年初めて開催。吉田
会長は開会式で「運動不足解消はもちろんですが、仲間
づくりが一番大切です。今日一日、仲間と楽しい時間を
過ごしてください」とあいさつしました。参加した約
80 人は、「ザ・ゲートゴルフ」や「玉入れ」など、4 種
目の競技をこなし心地よい汗を流しました。

仲間と一緒に心地よい汗を
老人クラブ連合会がスポーツのつどい
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レ
ゼ
ン
ト
を
ご
用
意
し
ま
す
の
で
、
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
は
捨
て
ず
に
保
管
し
て
い
て

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
町
広
報
４
月
号
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

栗
山
赤
十
字
病
院
で
は
、
平
成
24
年
度
と

25
年
度
に
町
か
ら
の
助
成
で
医
療
機
器
を

更
新
し
ま
し
た
。
先
月
号
に
引
き
続
き
導

入
機
器
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

★
超
音
波
画
像
診
断
装
置
（
心
臓
）

超
音
波
を
使
い
、
心
臓
が
動
く
様
子
を
画

像
と
し
て
映
し
出
し
、
心
臓
の
大
き
さ
や
動

き
を
み
る
こ

と
で
、
心
筋

梗
塞
、
心
不

全
の
診
断
が

可
能
と
な
る

装
置
で
す
。

★
デ
ジ
タ
ル
Ｘ
線
Ｔ
Ｖ
診
断
装
置

健
診
で
の
胃
バ
リ
ウ
ム
検
査
及
び
透
析

患
者
の
血
管
観

察
な
ど
内
科
・

消
化
器
科
疾
患

の
診
断
や
治
療

に
使
用
し
て
い

る
装
置
で
す
。

～
食
生
活
と
生
活
習
慣
の
改
善
を
！

３
月
は
、
世
界
的
な
大
腸
が
ん
啓
発
月
間

で
す
。
大
腸
が
ん
は
肉
類
や
油
物
を
多
く

～
大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

日
本
人
の
全
死
亡
者
数
の
う
ち
、
死
亡
要

因
の
１
位
は
が
ん
で
す
。
な
か
で
も
大
腸
が

ん
に
よ
る
死
亡
率
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

毎
年
新
た
に

１０
万
人
が
発
症
し
、
男
女
と
も

に
大
変
多
い
が
ん
で
す
。

大
腸
が
ん
に
な
る
人
が
増
え
始
め
る
40
歳

を
過
ぎ
た
ら
、
大
腸
が
ん
検
診
を
年
に
１
度

受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
、
早
期
で
あ
れ
ば
ほ
ぼ

１
０
０
％
近
く
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

一
般
的
に
は
早
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。
無
症
状
の
時
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

大
腸
が
ん
検
診
は
、
薬
を
飲
ん
だ
り
、
食

事
を
制
限
し
た
り
す
る
必
要
は
な
く
、
２
日

分
の
便
を
採
る
だ
け
の
簡
単
な
検
査
で
す
。

町
が
実
施
す
る
集
団
検
診
ま
た
は
、
病
院
に

個
人
で
申
し
込
む
こ
と
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

早
期
発
見
の
た
め
に
、ま
ず
は
手
軽
な「
大

腸
が
ん
検
診
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
大
腸
が
ん
予
防
啓
発
月
間

町
で
は
、
次
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
「
が

ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
」
を
配
付
し
て
い

ま
す
。
無
料
で
受
診
で
き
る
期
限
は
、
３
月

３１
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
左
記
以
外
に
、
平
成
26
年
4
月

20
日
時
点
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、
平

成
21
～
24
年
度
に
子
宮
・
乳
が
ん
検
診
の

ク
ー
ポ
ン
券
の
対
象
の
方
の
う
ち
、
券
を
利

用
し
て
い
な
い
方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

と
っ
た
り
、
運
動
や
野
菜
の
不
足
と
い
う
、

最
近
の
日
本
人
に
あ
り
が
ち
な
生
活
習
慣
が

リ
ス
ク
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
防
に
は

日
ご
ろ
の
食
生
活
や
生
活
習
慣
の
改
善
が
必

要
で
す
。

町
で
は
大
腸
が
ん
検
診
の
啓
発
の
た
め
、

町
内
公
共
施
設
や
医
療
機
関
に
大
腸
が
ん
検

診
啓
発
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
の
設
置
と
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

お
近
く
の
公
共
施
設
・
医
療
機
関
に
お
立

ち
寄
り
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
期
限
が

迫
っ
て
ま
す

く
り
や
ま
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
は
、
特
定
健
診
や

各
種
が
ん
検
診
の
受
診
、

健
康
づ
く
り
事
業
な
ど
に

参
加
す
る
こ
と
で
ポ
イ
ン

ト
を
た
め
、
素
敵
な
賞
品

（
く
り
や
ま
ギ
フ
ト
カ
ー

ド
や
栗
夢
プ
ラ
ザ
の
商

品
）
と
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
る
事
業
で
す
。

く
り
や
ま
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト

と
賞
品
交
換
券
の
期
限
は
３
月
31
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
ポ
イ
ン

ト
や
商
品
交
換
券
が
無
効
に
な
り
ま
す
の

で
、
忘
れ
ず
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
残
念
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
が
た
ま
ら

ず
賞
品
と
交
換
で
き
な
か
っ
た
方
を
対
象

に
、
参
加
賞
と
し
て
先
着
2
0
0
人
に
プ

栗
山
赤
十
字
病
院
の
医
療
機
器
の
紹
介

髙橋歯科医院　院長 髙橋　克弥

が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期
限
は

３
月
31
日
ま
で

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

種　類 生年月日

大腸がん
（男・女）

昭和 48 年 4 月 2 日～昭和 49 年 4 月 1 日
昭和 43 年 4 月 2 日～昭和 44 年 4 月 1 日
昭和 38 年 4 月 2 日～昭和 39 年 4 月 1 日
昭和 33 年 4 月 2 日～昭和 34 年 4 月 1 日
昭和 28 年 4 月 2 日～昭和 29 年 4 月 1 日

乳がん
（女性のみ） 昭和 48 年 4 月 2 日～昭和 49 年 4 月 1 日

子宮がん
（女性のみ） 平成　5 年 4 月 2 日～平成　6 年 4 月 1 日

◆がん健診無料クーポン券配付対象者
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ea
lth

    
 H
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元気が
一番！！

【問い合わせ】　
　町保健福祉課
　健康推進グループ
　☎ 73-2256

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
あ
る
約
１
～
２
㍉
程

度
の
小
さ
な
溝
の
部
分
で
す
。

歯
周
病
は
、
こ
の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
歯
周

病
菌
が
繁
殖
す
る
細
菌
感
染
症
で
、
痛
み
な

ど
の
自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
進
行
し
て
悪
化

す
る
病
気
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
（
沈

黙
の
病
気
）」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
あ
る

日
突
然
歯
ぐ
き
が
腫
れ
た
り
出
血
し
た
り
す

る
怖
い
病
気
な
の
で
す
。
最
近
で
は
、
小
中

学
生
に
も
そ
の
初
期
症
状
が
見
ら
れ
る
様
に

な
っ
て
来
ま
し
た
。

◆
歯
垢
と
の
関
係

も
と
も
と
お
口
の
中
に
は
無
数
の
細
菌
が

す
み
つ
い
て
い
ま
す
。
食
べ
物
の
カ
ス
な
ど

を
栄
養
源
と
し
て
繁
殖
し
、
歯
垢
（
プ
ラ
ー

ク
）
を
作
り
ま
す
。
歯
に
つ
い
て
い
る
歯
垢

は
単
な
る
食
べ
カ
ス
で
は
な
く
細
菌
の
か
た

ま
り
で
す
。
こ
れ
が
古
く
な
り
唾
液
中
の
カ

ル
シ
ウ
ム
で
石
灰
化
し
た
も
の
が
歯
石
で

す
。
歯
垢
も
歯
石
も
細
菌
の
巣
な
の
で
す
。

歯
の
表
面
に
い
る
む
し
歯
菌
が
歯
を
溶
か
す

事
で
む
し
歯
が
で
き
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
内
に

い
る
歯
周
病
菌
の
出
す
毒
素
に
よ
り
歯
ぐ
き

に
炎
症
を
起
こ
し
て
、
最
後
に
は
歯
が
抜
け

て
し
ま
う
歯
周
病
に
な
り
ま
す
。

◆
歯
周
病
と
の
関
係

歯
周
病
は
病
気
の
進
行
と
と
も
に
歯
槽

骨
（
歯
を
さ
さ
え
る
骨
）
が
吸
収
さ
れ
歯
周

ポ
ケ
ッ
ト
が
少
し
ず
つ
深
く
な
り
ま
す
。
ポ

ケ
ッ
ト
が
深
く
な
る
と
歯
周
病
菌
が
徐
々
に

増
え
、
そ
の
結
果
歯
ぐ
き
か
ら
の
出
血
だ
け

で
な
く
膿う

み

が
出
た
り
す
る
症
状
が
出
ま
す
。

歯
周
病
は
歯
周
病
菌
の
出
す
毒
素
が
歯
周
ポ

ケ
ッ
ト
か
ら
血
管
に
入
り
、
心
臓
の
病
気
や

動
脈
硬
化
な
ど
の
全
身
に
か
か
わ
る
病
気
を

起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま

す
。歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
、歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
内
の
ケ
ア
が
必
要
と
な
る
わ
け
で
す
。

◆
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
ケ
ア

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
ケ
ア
と
は
、
歯
周
病
菌
が

す
み
に
く
い
口
の
中
の
環
境
を
作
る
事
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
と
歯
ぐ

き
を
意
識
し
た
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
、
確
実
に

歯
垢
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
毛
先

の
細
い
タ
イ
プ
の
歯
ブ
ラ
シ
で
、
こ
ま
め
に

や
さ
し
く
動
か
し
て
歯
垢
を
取
り
除
く
事
が

重
要
で
す
。
歯
ぐ
き
が
腫
れ
て
痛
み
が
あ
る

health columu

※
栗
山
町
地
域
医
療
協
議
会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
町
内
で
開
業
し
て
い
る
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
さ
ん
に
よ
る
「
リ
レ
ー
方
式
」
で
連
載
し
て
い
ま
す
。

健康のコラム

時
は
や
さ
し
く
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
を
行
い
、
早

め
に
歯
科
医
院
を
受
診
し
て
専
門
的
な
治
療

を
受
け
る
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◆
歯
周
病
の
予
防
と
の
関
係

歯
周
炎
が
進
行
す
る
と
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
が

深
く
な
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
内
の
歯
垢
や
歯
石
を

確
実
に
除
去
す
る
に
は
歯
科
医
院
で
の
専
門

的
な
治
療
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に

自
宅
で
の
セ
ル
フ
ケ
ア
で
歯
周
病
の
進
行
を

抑
え
る
事
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
歯

科
医
院
で
の
歯
周
病
の
チ
ェ
ッ
ク
と
自
分
に

合
っ
た
適
切
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
指
導
を
受

け
て
セ
ル
フ
ケ
ア
の
質
を
高
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

歯
周
病
を
予
防
す
る
事
は
、
将
来
の
健
康

に
対
す
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
事
に
つ
な
が
り

ま
す
。
歯
ぐ
き
に
少
し
で
も
異
常
が
あ
れ
ば

悩
ま
な
い
で
歯
科
医
院
を
受
診
し
て
み
る
の

も
良
い
で
し
ょ
う
。

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
と
は
？

歯肉炎の歯ぐき健康な歯ぐき

浅い
歯周ポケット

薄いピンク
色で弾力性
があり、引
き締まって
いる

深い
歯周ポケット

歯肉は赤紫色
腫れて、出血
や膿が出やす
くなり、口臭
が強くなる

歯石

■■■  院長プロフィール  ■■■

高橋 克弥　院長

出　身：栗山町
　　　　昭和３１年生まれ
出身校：日本歯科大学新潟校歯学部
　　　　同大学院卒、歯学博士
家　族：４人家族と一匹
趣　味：ドライブ、カメラ、スキー、金魚
栗山町について一言
　出身地でもあり地域の歯科医療に少しで
も役に立ちたいと思います。

医院名

高橋歯科医院

外来診療時間

月～金　9：00 ～ 17：45
　土　　9：00 ～ 11：00
※日曜祝祭日休診

所在地：中央２丁目 174 番地
☎ 72-1475
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